
様式第二号の八（第八条の四の五関係） 

（第1面） 

産業廃棄物処理計画書 

令和6年6月21日 

久留米市長殿 

提出者 

住所 東京都千代田区九段」ヒ4-2-28 

氏名 株式会社ナカノフドー建設 国内事業本部 

常務執行役員 後藤 俊二 

（法人にあっては、名称及び代表者の氏名） 

電話番号 03-3265-4681 

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第9項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他 

その処理に関する計画を作成したので、提出します。 

事 業 場 の 名 称 株式会社ナカノフドー建設 れill 支ネエ 

事業場 の 所在地 9区碑多繁慧窄 東涼諸・千代田琶九段北吐ーブ一”福同市t 
計 画 期 間 令和6年4月1日～令和7年3月31日 

当該事業場において現に行っている事業に関する事項 

①事 業 の 種 類 大
 
分
 
類
 

建
 
設
 
業
 

中
 
分
 
類
 

総
 
合
 
工
 
事
 
業
 

②事 業 の 規 模 前年度完成工事高： 609 百万円 

③従 業 員 数 50 人（令和6年4月1日現在） 

④産業廃棄物の―連 
の処理の工程 

別添1 処理工程図のとおり 

（日本産業規格 A 列4番） 



（第2面） 

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項 

（管理体制図） 

別添2 管理体制図のとおり 

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項 

【前年度（令和5年度）実績】 

①現状 

産業廃棄物の種類 別紙集計表のとおり 

排 出 量 t t 

（これまでに実施した取組） 

①構造・規模・用途に合わせた総原単位及び混合原単位目標を設定 
②ゼロエミッション活動の展開 
（官庁5億・民間8億以上の作業所） 

②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 別紙集計表のとおり 

排 出 量 t t 

（今後実施する予定の取組） 

①構造・規模・用途に合わせた総原単位及び混合原単位目標を 
見直し 

②ゼロエミッション活動の展開 
（官庁5億・民間8億以上の作業所）継続 

産業廃棄物の分別に関する事項 

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

①工程に合わせた分別品目の見直し実施 
②新築・改修・解体等工事別に分別率目標の設定 

①現状 

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

①工程に合わせた分別品目の見直し実施継続 
②新築・改修・解体等工事別に分別率目標の見直し 

②計画 



（第3面） 

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項 

【前年度（令和5年度）実績】 

産業廃棄物の種類 

①現状 

自ら再生利用を行った 
産業廃棄物の量 

一 t t 

（これまでに実施した取組） 

該当なし 

②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 

自ら再生利用を行う 
産業廃棄物の量 

-t t 

（今後実施する予定の取組） 

該当なし 

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項 

①現状 

【前年度（令和5年度）実績】 

産業廃棄物の種類 

自ら熱回収を行った 
産業廃棄物の量 

- t t
. 

自ら中問処理により減量した 
産業廃棄物の量 ー t t 

（これまでに実施した取組） 

該当なし 

②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 

自ら熱回収を行う 
産業廃棄物の量 

ーt -t 

自ら中間処理により減量する 
産業廃棄物の量 -t ーt 

（今後実施する予定の取組） 

該当なし 



（第4面） 

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項 

【前年度（令和5年度）実績】 

産業廃棄物の種類 

①現状 

自ら埋立処分又は 
海洋投入処分を行った 
産業廃棄物の量 

- t t 

（これまでに実施した取組） 

該当なし 

②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 

自ら埋立処分又は 
海洋投入処分を行う 
産業廃棄物の量 

- t t 

（今後実施する予定の取組） 

該当なし 

産業廃棄物の処理の委託に関する事項 

①現状 

【前年度（令和5年度）実績】 

産業廃棄物の種類 別紙集計表のとおり 

全処理委託量 t t 

優良認定処理業者への 

処理委託量 
t t 

再生利用業者への 
処理委託量 t t 

認定熱回収業者への 

処理委託量 
t t 

認定熱回収業者以外の 
熱回収を行う業者への 
処 理 委 託 量 

t t 

（これまでに実施した取組） 

①地域別指定業者制度を実施 
②電子マニフエスト活用拡大（請負金2, 000 万円以上） 
③処理施設の確認 



（第5面） 

r 

r 

②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 別紙集計表のとおり 

全処理委託量 t t 

優良認定処理業者への 

処理委託量 
t t 

再生利用業者への 
処理委託量 

t t 

認定熱回収業者への 

処理委託量 
t t 

認定熱回収業者以外の 
熱回収を行う業者への 
処 理 委 託 量 

t t 

（今後実施する予定の取組） 

①地域別指定業者制度を実施 
②電子マニフエスト活用拡大（請負金1, 500 万円以上） 
③処理施設の確認 

※事務処理欄 



別添1 処理工程図 

産業廃棄物の種類 

産業廃棄物 

1次処理方法 

-7 . 委託処理 乾履・遣敵員注周化 

処理工程 

2次処理方法 3次処理方法 

再生利用 売却 

コンクリートがら 委託処理 母騨・圧耳・切唇・選麟 再生利用 売却 

アスフ7ルト・コンクリートがら 委託処理ai・圧喝・切華・毒瓢 再生利用 売却 

その他カ き類 委託処理 ●研E●●●電別 E 事或訓：:'却 

ガラスくf‘コンクリートくずAび陶“．くf 委託処理 破●E鮪切‘過馴 委託処理 破砕 委託処理 埋立 

廃プラスチック類 委託処理 ●酔・E町・・断・遣黜 再生利用 売却 

委託処理 破砕 H ~ 再生利用 燃料材 

H 委託処理 ~ 製品原料 切削 再生利用 

委託処理 溶融・圧縮~ 再生利用 製品原料 H

委託処理 切断・破障圧嚇分雌 燃料材 再生利用 

H 委託処理 焼却 再生利用 再資源化 「 

~委託処理 埋立 

H 委託処理 切断‘破砕I 再生利用 懲料村・製品席料 

金 属 く 委託処理 再生利用 売却 叫鼻・旺‘・切‘・遣馴 

H 委託処理 切断・破砕~ 再生利用 世料材・製品鳳料 

H 委託処理 破砕 1 

紙 く ず 委託処理 ・押E 再生利用 売却 ●・‘退刷 

委託処理 再一利用‘燃料材 

委託処理 溶融固化1 燃料材 H 再生利用 

木 く ず 委託処理 母碑・圧嶋‘口‘・遺馴 委託処理 破砕 再生利用 燃料材・肥料 

ョ 再生利用 古紙原料

ョ 再生利用バー子ク‘ポード嘩鵬

委託処理 焼却 委託処理 埋立 

繊 維 く ず 委託処理 破砕 委託処理 堆肥 堆肥・燃料材 再生利用 

堆肥・燃料材 H 委託処理 溶融固化選別~ 再生利用 

委託処理 破砕 堆肥・燃料材 再生利用 

委託処理 圧縮 堆肥・燃料材 H 再生利用 

委．処理 ペレット化 再・利用 堆肥・燃料材 

廃 石 膏 ボ ー ド 

建設混合廃棄物 

委託処理 選別 

委託処理 選別 

H 委託処理 焼却

委託処理 破砕 

委託処理 圧 

委託処理 破砕 

委託処理 破砕 

委託処理 埋立 

再資源化 石脅ボード原料 

再利用 紙くず 

再二－「化 

再利用 紙くず 

再生利用 焼却 

委託処理 埋立 



別添2 管理体制図 

令和6年4月1日 

建設副産物 管理組織系統図 
九州支社 工事部・安全品質環境室 

本
 

社
 

, 

社 ‘ 長 

中央環境対策委員会 

環境対策担当役員 

安全環境支援室長 
（廃棄物処理統轄管理責任者） 

安全環境支援室 

九州支社 

支 社 長 

支社環境対策委員会 

エ事部長 
（店社廃棄物処理統轄管理責任者） 

安全品質環境室 

安全品質環境室長 
（廃棄物処理管理責任者） 

作 業 所 

作業所長 
（廃棄物処理責任者） 

 三 （作業所環境対策委員会） 

係 員 

協力業者 

、 

慮審Il

専門工事業者 収集運搬業者 中間処理業者 最終処分業者 

'n加．工田禾三エ世主－ 
’に~女ロし木ーロ 昨禾丁W

九州支社環境対策委員会 

1）委員構成 

・委員長 支社長 

・委 員 工事部長、管理グループ長、設計積算部長、安全品質環境室長 

調達グループ長、設備グループ長 

・事務局 安全品質環境室 

2）活動内容 

・支社方針の決定 ・作業所（現場）実務の支援と指導 

・社員及び協力会社の教育と啓発 ・処理実績の集計と記録の保存 

・処理業者・再資源化施設の調査と選定 ・環境パトロールの実施と指導 



産業廃棄物処理計画書別紙集計表 

現状：前年度（令和5年度）実績量 

計画；今年度（令和6年度）計画量（目標） 単位：トン 

産業廃棄物の種類 

排出抑制 

自ら再生利用を 
行った（行う）量 

自ら行う中間処理 

自ら埋立処分又は 
海洋投入処分を 
行った（行う）量 

処理の委託 

排出量 
自ら熱回収を 
行った（行う）量 

自ら中間処理により 
減量した（する）量 全処理委託量 

優良認定処理業者への 
処理委託量 

再生利用業者への 
処理委託量 

認定熱回収業者への 
処理委託量 

認定熱回収業者以外の 
熟回収を行う業者への 
処理委託量 

現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 

汚泥 271,70 244.53 271.70 244.53 271.70 244.53 271.70 244.53 0.00 0.00 0.00 0.00 

廃プラスチック類 10.37 9.33 10.37 9.33 2.63 2.37 10.37 9.33 0.00 0.00 0.00 0.00 

木くず 46.05 41.45 46.05 41.45 0.00 0.00 46.05 41.45 0.00 0.00 0.00 0.00 

繊維くず 0.06 0.05 0.06 0.05 0.00 0.00 0.06 0.05 m
 

0.00 0.00 0.00 

金属くず 4.52 4.07 4.52 4.07 4.52 4.07 4.52 4.07 0.00 0.00 0.00 0.00 

ガラス陶磁器等くず 4.40 3.96 4.40 3.96 0.00 0.00 4.40 3.96 0.00 0.00 0.00 0.00 

廃石膏ボード 27.66 24.89 27.66 24.89 11.25 10.13 27.66 24.89 0.00 0.00 0.00 0.00 

コンクリート片 177.73 159.96 177.73 159.96 0.00 0.00 177.73 159.96 0.00 Q00 0.00 0.00 

アス・コン片 344.67 310.20 344.67 310.20 0.00 0.00 344.67 ・310.20 0.00 0.00 0.00 0.00 

その他がれき類 84.51 76.06 84.51 76.06 35.52 31.97 84.51 76.06 0.00 0.00 0.00 0.00 

建設混合廃棄物（安定型） 1.43 1.29 1.43 1.29 1.43 1.29 1.43 1.29 0.00 0.00 0.00 0.00 

建設混合廃棄物（管理型） 27.30 24.57 27.30 24.57 27.30 24.57 27.30 24.57 0.00 0.00 0.00 0.00 

石綿含有産業廃棄物 9.58 8.62 9.58 8.62 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 

合計 1,009.98 908.98 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 1,009.98 908.98 354.35 318.93 1,000.40 900:36 0.00 0.00 0.00 0.00 



（第6面） 

備考 

1 前年度の産業廃棄物の発生量が1,000トン以上の事業場ごとに1枚作成すること。 

2 当該年度の6月30日までに提出すること。 

3 「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入すること。 

(1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。 

(2)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額（前年度実績）、建設業の場合における元請完成 

工事高（前年度実績）、医療機関の場合における病床数（前年度末時点）等の業種に応じ事業規 

模が分かるような前年度の実績を記入すること。 

(3)④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終了するまで 

の一連の処理の工程（当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。）を記入すること。 

4 「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、自ら中 

間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った産業廃棄物の量と、自ら中間 

処理を行うことによって減量した量について、前年度の実績、目標及び取組を記入すること。 

5 「産業 廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処理委託量 

を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行 

令第 6条の11第2号に該当する者）への処理委託量、処理業者への再生利用委託量、認定熱回収 

施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条の3の3第1項の認定を受けた者）であ 

る処理業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者 

への焼却処理委託量について、前年度実績、目標及び取組を記入すること。 

6 それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別紙のと 

おり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、産業廃棄物の 

種類が3以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記入し、当該欄に記入 

すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がないときは、 

「一」を記入すること。 

7 ※欄は記入しないこと。 

J 


